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け
る
累
進
課
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平
均
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産
力
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つ
い
て
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岡
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州
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命
保
険
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唱
ご
先
師
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経
済
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下
マ
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清
動
感

競

売

北
米
合
衆
凶
の
農
業
問
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景
気
盛
動
ご
日
本
資
本
主
義
の
成
立

明
治
政
府
の
貸
附
金

指

幅

縮

鰍

渦
業
に
つ
い
て
の
一
管
見

徳
川
時
代
の
商
人
カ
ル
テ
ル
・
・

調
逸
信
用
組
合
の
況
状
・

禁
漁
制
度
に
就
て

新
地
租
法
案
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椅
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新
地
相
法
案
の
税
率汐

員日

一
、
地
租
保
例
の
代
り
止
し
て
新
た
に
設
け
る
法
律
の
名
郁

Ji!. 

玉
手
箱
と
栴
せ
ら
る
h

程
革
嘆
左
る
財
源
で
あ
っ
た
が
、

の
拡
都
a
y
北ハ

K
漸
く
共
の
伸
縮
性
を
央
U
、
所
得
税
i

倒
税
、

関
税
、
檀
平
世
帯
山
口
等
比
共
白
地
位
を
譲
ら
ざ
る
を
得
を
く
恋
っ

た
の
で
あ
る
o

従
て
此
の
関
税
地
相
な
る
古
音
費
に
如
何
忙
し

て
新
し
脊
摘
を
盛
る
か

r
、
現
在
我
閣
の
財
政
家
に
謀
せ
ら
れ

た
る
重
大
た
る
宿
川
闘
で
あ
っ
た
。
同
中
品
川
内
閲
は
関
税
地
祖
を

市
町
村
に
委
譲
し
、
市
町
村
を
し
て
土
地
の
賃
貸
慣
格
主
調
夜

せ
し
め
を
し
た
白
で
あ
る

4
口
現
内
閣
は
閣
税
地
租
ー

の
ま

l
A
K
維
持
し
、
唯
共
内
容
肥
棋
本
的
改
革
を
加
へ
、
地
偵
↑

白
代
り
に
賃
貸
促
絡
を
以
て
課
税
標
準
に
定
め
ん
と
す
る
の
で

せ
し
め
、
之
を
課
税
掠
準
と
し
て
市
町
村
税
地
租
を
賦
課
徴
牧

あ
る
。

輯

錨

新
岨
租
詰
案

ω
誼
事

新
聞
紙
忙
侍
へ
ら
れ
て
ゐ
る
所

ι上
れ
ば
、
地
租
法
案
白
内

容
と
し
て
、
時
間
口
内
閣
は
弐
の
如
き
規
定
を
設
け
ん
と
し
て
ゐ

z 。
陰
地
租
法
止
す

一
、
新
法
に
あ
り
て
は
地
祖
の
課
税
棟
以
?
を
賃
貸
債
格
と
す

て
税
率
は
一
本
'
と
し
賃
貸
促
格

ω
百
分
の
間
"
五
止
す

一
、
賃
貸
慣
陥
二
百
聞
来
渦
に
封
し
て
は
兎
枕
す

て
新
法
に
よ
り
負
携
を
激
増
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
総
和

規
定
を
設
く

一
、
耕
地
整
理
の
助
成
酎
よ
ぴ
利
用
掛
地
の
兎
租
組
定
な
ど
は

大
剛
胆
説
行
法
泊
り
と
す

一
、
土
地
の
賃
貸
川
川
崎
は
十
ヶ
年
目
毎
に
更
新
す

て
宮
地
は
昭
和
百
年
阿
川
一
日
よ
り
止
す

右
の
新
地
租
法
楽
に
つ
い
て
は
諭
十
べ
き
結
が
ゆ
ノ
左
h
ら
十

存
し
て
ゐ
る
が
、
政
に
は
専
ら
問
題
を
新
地
租
訟
集
の
税
率
に

限
り
考
察
を
進
め
る
。

第
ニ
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地
慣
は
共
の
始
め
て
調
査
せ
ら
れ
し
首
時
、
叉
は
し
ば
し
ば

修
正
せ
ら
れ
た
食
時
に
於
て
は
極
め
て
趨
切
在
る
も
の
で
あ
っ

一
た
が
、
そ
れ
が
時
主
経
る
さ
共
陀
漸
次
共
の
性
質
を
失
也
、
途

一
位
地
租
を
し
て
時
代
錯
誤
の
租
税
た
ら
し
む
る
に
亙
っ
た
の
で

7
2
0
最
近
に
於
け
る
注
目
す
ぺ
宮
地
慣
の
修
正
と
し
て
は
、

一
明
治
山
寸
=
一
年
K
於
川
町
る
宅
地
偵
の
修
正

E
母
げ
る
事
が
出
来

-
品
。
故

ι明
治
問
十
-
一
年

ι可
紅
り
調
和
が
'
と
れ
c
h
た
地
価
問

一
主
地
租
と
賃
貸
債
格
・
と
が
現
代
に
至
り
如
何
な
る
悶
き
を
一
市
す

然
ゐ
に
今
回
の
新
地
組
法
案
は
・
課
税
偲
州
中
主
地
情
よ
り
賃
一
忙
至
っ
た
か
を
研
究
す
れ
ば
、
本
問
題
の
解
決
托
資
す
る
所
が

貸
償
格
に
改
め
、
同
時
に
宅
地
旧
畑
主
問
は
・
子
、
凡
て
百
分
白
大
で
あ
る
。

問
ケ
宜
左
る
軍
一
税
率
を
以
て
課
税
す
る
事
・
と
な
っ
て
ゐ
る
。

新

地

租

法

案

が

土

地

の

経

済

能

力

を

反

影

す

る

賃

貸

慣

絡

を

謀

=

-

税
標
準
と
す
る
以
上
は
、
共
税
率
は
宅
地
主
同
畑
と
の
聞
に
匝
本
誌
柑
披
に
於

τ、
主
枕
局
統
計
年
報
書
陀
現
は
れ
た
る
地

別
在
し
て
は
た
ら
怠
い
の
が
原
別
で
あ
る
。
唯
問
題
は
、
従
慣
と
賃
貸
慎
絡
主
D
醐
係
を
見
た
の
で
あ
る
。
全
国
各
府
憾
の

来
、
地
慨
に
よ
る
差
別
諜
税
を
採
則
し
て
ゐ
た
の
に
拘
ら
守
、

之
h
q

賃
貸
倒
格
に
よ
る
車
一
一
抹
杭
に
嬰
更
す
る
事
が
図
税
地
租

雑

新
地
机
法
誕
の
稀
串

錐

明
治
問
十
三
年
訟
律
第
一
一
蹴
に
於
て
、

如
f
陀
定
め
ら
れ
て
ゐ
る
。

地
租
白
税
率
は
次
の

地
慣
百
八
刀
白
ニ
ケ
宇

畑

・

地
M

閣
内
分
の
凹
ケ
七

共
他
の
土
地
・
:
地
悦
百
分
の
五
ケ
宇

但
し
間
州
の
税
率
は
大
正
=
一
年
一
一
一
月
以
来

宅

調E

111 

地
倒
百
分
の
四
ケ

3

r
ー
コ
ご

f
-
t
Z
E

--w-LEEれ
一
民

K
J判
官

地
問
二
日
…
幽
以
ド
白
山
作
品
に

は
地
相
仰
を
沼
除
す
る
規
定
も
設
け
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

の
負
協
の
上
に
於
て
如
何
た
る
轡
勘
を
興
ム
る
干
の
砧
に
存
し

τゐ
る
。

第
二
十
九
巻

七
λ
大

都

揖

プす

中
等
地
に
つ
き
賃
貸
慎
特
在
地
憤

ιて
除
し
て
得
た
る
百
分
比

に
つ
き
算
術
平
均
を
求
め
る
と
、
明
治
問
十
四
年
と
昭
和
二
年

と
札
っ
き
攻
の
数
字
を
得
る
白
で
あ
る
。



賃
貸
債
格
を
椋
織
と
し
て
、
昭
和
二
年
の
地
相
負
強
率
を
明

治
四
十
四
年
の
其
れ
に
比
す
れ
ば
、
問
畑
に
於
て
は
約
牛
減

し
、
宅
地
の
地
租
負
婚
は
約
四
分
の
一
・
と
左
っ
て
ゐ
る

b
け
で

故
に
此
等
の
数
字
の
益
計
算
を
採
用
す
る
と
、
地
慣
を
賃
一
あ
る
o

而
し
て
明
治
州
十
問
年
に
於
て
は
宅
地
の
地
机
負
拾
が

宅畑田

明
治

一四四四
λλ 五十
品二二四
目何年

一一

地

が
同
来
る
。
弐
の
如
〈
で
あ
る
。
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地

昭
和
二

λ
λ
・
一
同

士
大
・
七

七

0
・三

民
'

一
・
一
三
五
一

日・-宜一一一四

一
・
凶
二
二
五

日目

和

明
治
問
十
間
年
に
は
問
畑
に
地
倒
百
八
?
の
四
ケ
七
、
宅
地
に

地
償
百
分
の
ニ
ヶ
年
を
課
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
昭
和
二
年

に
於
て
同
州
に
地
償
百
分
の
問
ケ
牛
、
宅
地
に
地
使
百
八
n
の
ニ

ケ
牛
を
訴
す
る
事
冒
と
た
っ
た
。
共
結
果
、
賃
貸
債
格
に
射
す
る

地
租
の
負
雄
割
合
は
明
治
四
十
四
年
ル
」
昭
和
二
年
占
に
於
て
弐

の
敢
宇
を
示
す
事
と
た
る
の
で
あ
る
。

宅畑田

明
治
四
十
四
年

-
0
・
四
二
回

九
・
七
七

一
一
ニ
・
五
九

地

雑

鍬

朝
地
租
法
案
の
稀
串

昭

和

二

年

五
二
一
百

五
・
一
九

=
了
五
六 年

ゐ
る
。要

す
る
に
・
明
治
則
十
川
年
』
昭
和
二
年
主
の
数
字
を
比
較

F
れ
ば
、
火
山
給
油
E
得
ス
心
事
が
山
川
市
刑
凸
の
で
お
る
。
川
治
川

十
四
年
に
於
て
も
昭
和
二
年
に
於
て
も
地
仰
は
釘
付
け
で
あ
っ

た
に
拘
ら
や
、
賃
貸
慣
格
に
至
つ
て
は
迦
去
二
十
年
同
に
可
な

り
の
騰
貴
を
途
げ
た
の
で
あ
る
。
而
も
賃
貸
悦
怖
の
崎
武

ω
松

度
は
、
宅
地
に
於
け
る
上
り
も
田
畑
に
於
て
著
る
し
か
っ
た
の

事一一ある
o

其
結
山
市
、
明
治
四
十
四
年
に
は
い
る
地
が
同
州
よ
り
も

地
租
を
重
く
負
師
惜
し
た
の
が
、
昭
和
二
年

ι於
τは
逆
に
同
州

の
方
が
宅
地
よ
り
も
重
〈
負
強
す
'
る
事
£
な
っ
た
の
で
あ
る
。

四

般
に
前
項
の
政
宇
主
正
し
』
と
す
る
。
旧
南
し
て
然
H
と
せ
ば
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雑

録

新
地
租
法
案
の
桔
牢

耕
地
租
法
案
が
賃
貸
憤
絡
山
百
分
の
四
・
五
主
謀
税
す
る
事
に

よ
り
、
従
来
は
賃
貸
磁
絡
の
百
分
の
五
e
一
一
乃
至
五
二
九
を

犯
の
負
強
を
約
二
割
増
加
す
る
事
主
た
る
の
で
あ
る
。
新
地
租
一

法
案
の
採
州
は
賃
貸
悦
柿
本
位
の
公
平
危
ゐ
改
正
で
あ
る
が
、

食
事
4
4
k
k
つ
て
は
利
得
附
係
の
山
間
接
た
る
も
の
あ
り
'
と
え
は

負
指
せ
し
削
畑
が
地
租
の
負
婚
を
約
一
割
組
減
せ
ら
れ
、
更
に

従
来
は
賃
貸
悦
持
の
百
分
の
三
・
五
六
を
負
，
捻
せ
し
宅
地
が
地

ね
は
た
ら
一
回
。
勿
論
此
等
心
統
計
数
一
千
は
中
等
地
の
倒
絡
を
棋

曲
中
止
し
て
ぬ
た
る
調
和
平
均
で
あ
る
か
ら
己
れ
以
上
に
負
指

の
激
劉
ず
る
土
地
自
存
す
る
事
は
量
れ
難
い
の
で
あ
る
。
新
地

租
法
案
は
負
檎
の
激
減
の
場
合
主
共
の
ま
L
に
し
て
ゐ
る
が
、

激
地
の
場
合
に
は
緩
和
規
程
を
設
〈
る
事
と
在
っ
て
ゐ
る
の
で

弘山
V
呼

A
W
O

新
地
租
法
栄
に
よ
り
、
園
枇
地
租
は
回
同
を
一
新
し
、
絡
に

化
石
せ
ん
'
と
す
る
白
欣
鴎
よ
り
枕
し
て
.
新
し
き
生
命
主
得
る

事
で
あ
ら
う
。
然
れ
ど
も
土
地
の
賃
貸
償
絡
を
新
た
に
調
査
し

た
所
で
己
れ
を
そ
の
ま
a
h

据
え
置
け
ば
、
再
び
化
石
の
盛
山
民
主

繰
返
す
に
過
ぎ
た
い
。
故
に
闘
税
地
租
に
伸
縮
性
主
興
へ
る
事

第
ニ
十
丸
谷

士
λ
λ

第
二
部

H
H
-
大
四

に
よ
っ
て
永
久
に
新
生
命
あ
ら
し
め
ん
が
鵠
め
に
、
私
は
五
年

目
毎
に
土
地
の
賃
貸
償
格
の
修
正
を
行
ム
ベ
き
事
主
主
張
し
た

の
で
あ
っ
た
。
然
る
に
新
地
租
法
案
に
於
て
は
十
年
目
ん
祉
の
県

新
と
た
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
私
の
主
張
主
は
少
し
〈
距
離
が
あ
る

が
、
か
の
地
僚
が
永
久
に
据
世
き
の
協
と
た
っ
て
ゐ
る
現
行
地

租
比
比
較
す
れ
ば
、
一
日
の
長
を
示
す
も
の
占
云
は
ね
ば
た
ら

ぬ。
凶
税
地
租
の
川
耐
税
椋
伸
及
び
税
率
に
礎
化
あ
ら
ば
、
-
自
ら
札

図
税
地
租
に
附
加

T
る
府
脱
税
及
び
市
町
村
枕
に
も
彬
響
し
、

共
の
結
果
は
制
限
外
課
税
の
問
題
に
も
波
及
し
て
く
る
の
で
あ

る
o

共
の
他
新
地
租
法
案
に
は
之
を
琵
税
鮎
の
問
題
、
地
抑
制

在
白
間
制
等
に
闘
聯
せ
し
む
る
事
に
よ
っ
て
穂
々
白
考
察
を
必

要
と
す
る
の
で
あ
る
。
設
に
は
専
ら
新
地
租
法
案
の
眼
目
た
る

税
率
の
開
制
を
土
地
賃
貸
倒
格
に
闘
馴
せ
し
め
て
研
究
在
地
め

た
の
で
あ
る
。


